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火
災
保
険
や
自
勁
車
保
険
な
ど
を
扱

う
中
小
の
刎
戮
保
険
代
理
店
が
、「
手
数

料
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
と
い
う
仕
咀
み
の

も
と
で
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

代
理
店
の
主
な
収
入
源
は
、
損
害
保

険
会
社

か
ら
の
手
数
料
で
す
。
2
0
0

3
年
に
始
ま

っ
た
［
手
数
料
ポ
イ
ン
ト

制
度
］
に
よ
り
、
大
手
損
保
会
社
は
手

数
料
を
事
実
上
勝
手
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
代
理
店
の
収
入

が
減
少
し

、
後
継
者
難
も
誼
な
り
存
続

で
き
な
い
状
況
で
す
。
制
度
見
直
し
を

求
め
る
代
理

店
の

声
は
切
実
で
す
。

一
方

的

に

決

ま

る

手

数

料

損
保
代
理

店
は
、
事
故
や
災
糎
が
起

こ
れ
ば
契
約
者
の

安
否

確
認

。
保
険
金

の

支
払
い
な

ど
額
客
支
援
の
た
め
に
尽

力
し
ま
す
。
東
日
本

｝狗

罠

や
西
日
本

豪
雨
な
ど
で
は
、
自
ら
被
災
し
な

が
ら

主 張損保大手と代理店

顧
客
対
応
に
奔
走
し
、
被
災
契
約
者
を
　

し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
手
数
料
は
保
険

絶
望
か
ら
救
う

な
ど
し
ま
し
た
。
　
　
　

の

種
別
ご
と
に
一
律
に
決
め
ら
れ
、
金

「
人

は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
　

融
監
督
庁
（
当
時
）
が
認
可
し
て
い
ま

な
は
人

の
た
め
に
1‐
 
‐
と
い
う
相
互
扶
　

し
た
。
新
制
度
で
手
数
料
は
、
保
険
会

助
の

精
神
に
基
づ
き
リ
ス
ク
を
軽
絨
す
　

社
と
代
理
店
が
自
由
賤
争
の

も
と
で
消

る
Ｉ

こ

う
し

た

保
険
の

使

命
を
担

っ
　

買
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
「
主

体
的
」

て

、
地
域
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
　

に
設
定
す
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

支
え
る
存
在
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

金
融
庁
は
「
蕃
本
的
に
（
手
数
料
は
）

る
と
手
数
料
は
従
来
の
６

割
に
減
額
さ
　

逮
す
る
勁
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

手
数
料
ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入
に

先
立

つ
2
0
0
0

年
1
0月
、
東
京
同
上
日
動

（
当
時
の
東
京
海
上

）
が
作
成
し

た
文

概
「
新
委
託
契
約
髪
解
説
（
社
員
用
）
」

に
は
「
対
価
の
支
払
い
条
件
の
決
定
や

変
更
は
基
本
的
に
当
社
が
行

２

と
明

記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

公
正
な
関
係
で
安
全
網
を
支
え
よ

揖
保
代
理
店
は
、
大
手
揖
保
会
社
と
　

揖
保
会
社
と
代
理
店
の
合
意
に
よ
っ
て

代
理

店
委
託

契
約
を
交
わ
し
、
保
険
会
　

決
め
ら
れ
て
い
る
」
と
の
立
場
で
す
。

社
を
代
理
し
て
顧
客
と
保
険
契
約
を
結
　

し
か
し
、
大
手
揖
保
が
ポ
イ
ン
ト
算
定

ぴ
ま
す
。
し
か
し
大
手
と
の
力
関
係
は
　

益
準
を

】
方
的
に
決
め
て
い
る
の

が
実

圧
倒
的
な
差
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　

態
で
す
。
代
理
店
の
規
模
が
大
き
く
な

手
数
料
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
米
国
か
　

ら
な
か
っ
た
り
、
毎
月
増
収
に
な
ら
な

ら
襄
求
さ
れ
た
金
融
・
保
険
の
市
場
開
　

か

っ
た
り
す
れ
ば
、
ポ
イ
ン
ト
が
下
げ

放
と
自
由
化
の
中
で
担
保
各
社
が
導
入
　

ら
れ
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
が
6
0噪
に
さ
れ

大
手
が
主
導
し
て
い
た

串
突
は
隠
せ
ま
せ
ん
。

制

度

開

始

か

ら
2
0

年
、
大
手
損
保
が
優
越
的
地
位
を
利
用

し
て
不
当
な
圧
力
を
か
け
た
結
果
、
代

理
店
は
次
々
と
廃
業
に
追
い
込
ま
れ
ま

し
た
。
最
盛
期
に
全
国
に
約
6
0万

店
あ

っ
た
代
理
店
は
2
0万
店
を
割
り
込
み
ま

し
た
。
さ
ら
に
今
、
手
数
料
ポ
イ
ン
ト
制
度

を
て
こ
に
代
理
店
の
淘
汰
・
再
編
を
加

是

正

を
求

め

る

声

広

げ

よ

う

手
数
料
ポ
イ
ン
ト
制
が
大
手
損
保
の

優
越
的
地

位
の
乱

用
に

あ

た
る

と
し

て
、
代
理
店
と
大
手
の
公
正
な
関
係
を

求
め
、
公
正
取
引
委
員
会
へ
の
申
し
立

て
を
行
お
う
と
金
国
の

代
理
店
の
２
０

０
人
超
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。

代
理

店
が
声
を
上

げ
、
日
本
共
産
党

議
員
が
国
会
質
問
な
ど
で
取
り
上
げ
る

中
、
金
融
庁
は
、
代
理
店
契
約
は
民
間

同
士
の
契
約
で

、
個
別
の
相
談
に
は
応

じ
ら
れ
な
い
と
い
う
従
来
の
姿
勢
か
ら

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
損
保
会
社
に

よ
る
優
越
的
地
位
の
乱
用
が
代
理
店
本

来
の

役
割
を
妨
げ
て
い
る
現
状
を
是
正

し
、
損
保
業
界
の
持
続
的
な
発
展
を
図

る
た
め
、
地
域
に
根
を
張
る
代
理
店
を

守
れ
の

声
を
広
げ
ま
し

ょ
う
。
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